
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

福００１ 項　　目　　名 地域介護・福祉空間整備等交付金

予算書項目 社会福祉施設整備等補助金 ページ 35 所　　属　　名

福祉保健部 
高齢社会課年度

一般会計 【問合せ先】事業者管理係 0857-20-3454 

【１０次総の施策体系】1302 

【事業の経過及び背景】 
　 国の平成27年度補正予算（平成28年度へ繰越）において、介護従事者への介護負担軽減
を図る取組みが推進されるよう、事業者負担が大きい介護ロボ ットの導入を特別に支援す
るため、一定額以上（２０万円超）の介護ロボットを介護保険施設・事業所へ導入する費
用に対する助成が予算計上された。（ソフト事業） 
　平成28年9月16日付けで国から追加申請の受付が行われたもの。　 
 
【事業の目的及び効果】 
　国の補助金を積極的に活用し、介護ロボットを購入する事業者に対して助成を行うこと
で、介護従事者の介護負担軽減を図る。
 
【事業の内容】 
　国の地域介護・福祉空間整備等交付金（追加申請分）を活用し、介護ロボット導入支援 
を行う。 
　　＜介護ロボット等導入支援特別事業助成（ソフト事業）＞ 
　　■５事業所…　4,379千円

款 民生費

項

H28

事業の概要　会計名

4,379 0 

社会福祉費

目 社会福祉総務費

補正前額 7,991 

要求額 4,379 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 4,379 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

0 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 4,379 

4,379 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 0 0 

一般財源

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

福００２ 項　　目　　名 社会福祉施設改修事業費

予算書項目 社会福祉施設整備費 ページ 35 所　　属　　名

福祉保健部 
高齢社会課年度

一般会計 【問合せ先】管理企画係 0857-20-3451 

【１０次総の施策体系】1302 

【事業の経過及び背景】 
　①強風被害により飛散した青谷町高齢者生活福祉センター車止め屋根防水シートを建物
　等損害共済を活用し、修繕を行うもの。
　②湯谷荘の足し湯に必要な真空ボイラー内の熱交換器が、不具合により湯温上昇が適正
　に行われなくなっているため修繕を行うもの。

【事業の内容】 
　①青谷町高齢者生活福祉センター車止め屋根防水修繕 　８６７，２２８円
　②湯谷荘 真空ボイラー熱交換器取替修繕　６４８，０００円 
　 　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　※その他財源の諸収入は、建物等損害共済金。

款 民生費

項

H28

事業の概要　会計名

1,516 0 

社会福祉費

目 社会福祉総務費

補正前額 10,788 

要求額 1,516 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 1,516 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

1,083 諸収入 433 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

1,516 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 433 0 

一般財源

- 9 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

福００３ 項　　目　　名 地域総合整備資金貸付事業費

予算書項目 地域総合整備資金貸付事業費 ページ 35 所　　属　　名

福祉保健部 
高齢社会課年度

一般会計 【問合せ先】管理企画係 0857-20-3451 

【１０次総の施策体系】1302

【事業の経過及び背景】 
　鳥取市介護保険事業計画・高齢者福祉計画において、サービス付き高齢者向け住宅の整 
備を推進することとしている。
 
【事業の目的及び効果】 
　本件整備により、多様な高齢者向け住宅の確保が図られるとともに、第３次経済再生・ 
雇用創造戦略に基づいた新たな雇用の創造が図られる。 

【事業の内容】 
（医社）三樹会が整備を計画している「複合型介護サービス施設整備事業」の事業費の一 
部を地域総合整備資金貸付制度を活用し、融資を行う。 
　①事　業　者　　医療法人社団　三樹会 
　②事　業　名　　複合型介護サービス施設整備事業 
　　　　　　　　　（サービス付き高齢者向け住宅、居宅介護支援事業、訪問介護、　　 
　　　　　　　　　　通所リハビリテーション事業） 
　③開設予定日　　平成２９年６月１日 
　④貸付金の額　　１８４，０００千円 
　⑤貸付内容等　　地方債を原資として無利子融資 
　　　　　　　　　元利均等償還（１５年償還） 

款 民生費

項

H28

事業の概要　会計名

184,000 0 

社会福祉費

目 老人福祉費

補正前額 0 

要求額 184,000 

0 

地方債 184,000 

総務部長段階査定額 184,000 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

0 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

184,000 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 0 0 

一般財源

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

福００４ 項　　目　　名 身体障がい者福祉行政事務費

予算書項目 事務費 ページ 35 所　　属　　名

福祉保健部 
障がい福祉課年度

一般会計 【問合せ先】障がい者福祉係　0857-20-3474

【１０次総の施策体系】1303

【事業の経過及び背景】
①鳥取市障害者福祉センター（さわやか会館）の普通浴室及びリハビリプールについて
は、塩素の自動注入装置により環境衛生を確保しているところであるが、この度薬剤注入
装置の塩素センサーが故障し、自動での塩素濃度の管理が困難となった。
②厚生労働省が全国２，４００地区を対象として実施する「生活のしづらさなどに関する
調査（在宅障がい児・者を対象）」について、本市の２地区が対象となった。

【事業の目的及び効果】
①一定の衛生環境を維持するため、一般浴及びプールの塩素濃度管理機能を復旧する。
②「生活のしづらさなどに関する調査」に係る調査員の推薦、調査に係る消耗品の準備等
を行い、円滑な調査の実施に協力する。

【事業の内容】
①残留塩素センサーの取替　375千円
②調査に係る必要経費　20千円（財源：県委託金）
③人件費の実績見込みによる減　△1千円

款 民生費

項

H28

事業の概要　会計名

394 0 

社会福祉費

目 身体障がい者福祉費

補正前額 5,952 

要求額 394 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 394 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

374 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 20 

394 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 0 0 

一般財源
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

福００５ 項　　目　　名 補装具給付費

予算書項目 補装具給付費 ページ 37 所　　属　　名

福祉保健部 
障がい福祉課年度

一般会計 【問合せ先】自立支援係 0857-20-3475
 
【１０次総の施策体系】1303

【事業の目的及び効果】
 　身体の障がいを補うため補装具費（購入・修理）の支給を行い、日常生活及び職業生活
を容易にする。

【事業の内容】
 　障がいの部位及び程度に応じて次のような補装具費（購入・修理）の支給を行う。利用
者負担は原則1割となり、残りの9割を支給する。
（１）肢体不自由　　　義肢、（電動）車椅子、座位保持装置等
（２）聴覚障がい　　　補聴器
（３）視覚障がい　　　盲人安全杖、義眼、眼鏡
（４）その他　　　　　重度障がい者用意思伝達装置等
※〔財源〕国負担金：１/2、県負担金：1/4

　実績見込みの増加に伴い、増額補正を行うもの。
　見込み額60,136千円－既決予算47,709千円＝12,427千円

【事業の実績（過去３年）】
 　　平成26年度実績　42,624千円（463件）
 　　平成27年度実績　53,455千円（474件）
 　　平成28年度見込　60,136千円（552件）《補正後》

款 民生費

項

H28

事業の概要　会計名

12,427 0 

社会福祉費

目 障害者自立支援事業費

補正前額 47,709 

要求額 12,427 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 12,427 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

3,108 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 9,319 

12,427 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 0 0 

一般財源

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

福００６ 項　　目　　名 国民健康保険団体連合会負担金（障がい児対象分）

予算書項目 障害児通所給付等事業費 ページ 37 所　　属　　名

福祉保健部 
障がい福祉課年度

一般会計 【問合せ先】障がい者福祉係 0857-20-3474

【１０次総の施策体系】1303

【事業の経過及び背景】
 　障害者自立支援法に係る障害福祉サービス費等の精算は、電子請求システムの導入によ
り、平成19年10月から鳥取県国民健康保険団体連合会経由での精算方式となり、負担金で
支出している。平成24年4月から、障がい児への通所支援については、児童福祉法上での
サービスへと変更された。
 
【事業の目的及び効果】
　障がいのある児童を支援し、もって障がい者福祉の増進を図る。
 
【事業の内容】
 　障害児通所給付費等として、障害児通所給付費、特例障害児通所給付費、高額障害児通
所給付費などを支給する。 ※〔財源〕国負担金：１/2、県負担金：1/4

　実績見込みの増加に伴い、増額補正を行うもの。
○負担金　障害児通所給付費等
　見込み額441,552千円－既決予算375,149千円＝66,403千円
○手数料　国保連支払手数料
　見込み額1,121千円－既決予算956千円＝165千円

【事業の実績（過去３年）】
 　平成26年度実績　332,830千円
 　平成27年度実績　384,750千円
 　平成28年度見込　442,673千円《補正後》

款 民生費

項

H28

事業の概要　会計名

66,568 0 

児童福祉費

目 児童福祉総務費

補正前額 376,105 

要求額 66,568 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 66,568 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

16,767 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 49,801 

66,568 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 0 0 

一般財源
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

福００７ 項　　目　　名 生活保護事務費

予算書項目 事務費 ページ 41 所　　属　　名

福祉保健部 
生活福祉課年度

一般会計 【問合せ先】生活支援係　0857-20-3476 
 
【１０次総の施策体系】1304 

【事業の経過及び背景】
　平成28年8月21日「生活保護開始申請却下取消等請求事件」が提起された。
（訴状の要旨）
１　平成27年5月29日付けで原告に対して行った生活保護の申請を却下する旨の決定の取
　消しを求める。
２　平成27年5月1日から生活保護を開始する旨の決定を求める。
（対応）
　市は、弁護士を代理人として委任し、応訴する。
 
【事業の内容】 
　代理人である弁護士に対する弁護士報酬を計上する。 

款 民生費

項

H28

事業の概要　会計名

216 0 

生活保護費

目 生活保護総務費

補正前額 16,246 

要求額 216 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 216 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

216 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

216 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 0 0 

一般財源

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

福００８ 項　　目　　名 健康診査費

予算書項目 健康増進事業費 ページ 43 所　　属　　名

福祉保健部 
保険年金課年度

一般会計 【問合せ先】健診推進室 0857-20-0320　 

【１０次総の施策体系】1301 

【事業の目的及び効果】 
　健康増進法に基づき各種健康診査を実施し、健康意識の高揚、生活習慣改善・疾病の早 
期発見・早期治療を図る。 
　 
【事業の内容】
　①平成２７年度鳥取県健康増進事業費補助金を実績確定に基づき返還するもの。
　
　11,319,000円（収入済額）－10,659,000円（実績）＝660,000円（返還額）

　②人件費の実績見込みによる補正。

款 衛生費

項

H28

事業の概要　会計名

782 0 

保健衛生費

目 健康対策費

補正前額 444,544 

要求額 782 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 782 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

1,735 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 △ 953 

782 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 0 0 

一般財源
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